日本建築法制会議 第６３回 総会 議事録

日　時：　２０１２年９月４日（火曜日）１３時３０分～１６時

場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館５号室洋室

出席者：　７名（敬称略・50音順）
大山  宏、山東和朗、 竹川忠芳、辻 英一、眞柄榮毅、室田達郎、柳澤孝次、

· 主な配布資料（敬称略）

〇配布資料（竹川忠芳）

・『建築における専門家責任について』、竹川忠芳、平成２４年９月４日

・「建築士の法的責任とその範囲』、谷村武則、判例タイムズＮＯ．1244（2007．９．15．）

⇒　“法的にみて、専門家に責任があるというのは、「注意義務」「助言・説明義務」で示される。　専門家は、一般人よりも高度の知識と技能を有志、公正かつ誠実に義務を執行すべきものとされているが故に、依頼者からの明示の指図がなかったとしても、依頼者及び第三者の利益を保護するために、専門的な立場から、通常人以上に慎重に配慮をもって業務を遂行すべき義務の究極の姿として、「依頼者の説明に従属することなく必要な範囲で自主的な調査・確認をし、依頼者に適切な説明・助言を与える義務」を負う。

⇒　最高裁判決平成１９年７月６日：”設計者、施工者、工事監理者は建物としての
基本的安全性に欠けることのないように配慮すべき注意義務を負う”

⇒　最高裁の考え方は、“建築士は独立して業務を遂行せよ”とのこととなるが、

　　建築業界における元請や下請け等複雑な業務形態におけるそれぞれの建築士が、

担当業務おいてどのような責任をとることがよいのかが課題となる。
⇒　建築における専門家は建物の品質性能を明確にする責任があります。
⇒　戦後、議員立法によって建築士法が成立した経緯や建設職人を中心につくってい
る組合：全建総連（全国建設労働組合総連合）などもReviewすることが重要なり。

〇配布資料（大山　宏）

・『質の高い建築物の整備方策について』、国土交通省、

平成20年9月1日、建築分科会資料

・「京都会館建て替え再考を　イコモス、京都市に意見書」、京都新聞、2012．8．28．

・『建築学会／天井落下事故防止で調査中間報告／「人名保護」確保し「機能維持」』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、2012．8．9．

・「ビル容積率を４００％上乗せ　博多駅周辺再開発計画で特例適用へ、

西日本新聞、2012年7月27日

・「地下室マンション 高さ制限など明示へ 川崎市研究会」、東京新聞、2012年8月24日

・「耐震化不明ビル１０００棟　都内幹線道路沿い」、東京新聞、2012年8月31日

・「偽造免許証の写しによる非建築士の違法業務等について」、
国土交通省、平成２４年7月11日

・「日本学術会議主催学術フォーラム　原発事故調査で明らかになったことー学術の役割と課題―」、平成２４年8月31日　日本学術会議　講堂

・「福島第一原発事故と４つの事故調査委員会」、ＩＳＳＵＥ　ＢＲＩＥＦ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国会図書館　、調査と情報、第７５６号

・「原発事故確率　現実離れ電力会社「１０００万年に1回」、東京新聞、2012．7．4．

・『原発安全性「本格審査を」最高裁研究会　裁判官に改革論』、東京新聞、2012、9．1．

・「ドイツの脱原発への道　2012年6月11日　山脇直司、

東京大学原発災害支援フォーラム、2012年8月30日

・「ＶＯＬ．５２５［医の倫理］と弁護士に関する論考」、平岡　諦、

医療ガバナンス学会、2012年6月20日

・「検察の理念」、最高検察庁、：　検察の精神と基本姿勢：１０項目

〇配布資料（辻　英一）

・「業務の適正化と業の確立に向けて（仮称）建築士事務所法を提案」、岡本賢、

日事連、2012年8月

・「建築士免許の偽造が発覚」、日事連、2012年8月27日

・「保険で改善・改良費用は出ません」、阿部功、日事連、2012年年8月

・「設計ミスの汚名は死刑も同然」、中川孝昭、日事連、2012年6月、

・「先細る法学部」、朝日新聞、2012年8月10日

・「法科大学院、試練の時」、朝日新聞、2012年8月24日

・「首都地震その時建物は　火災は」、朝日新聞　瀬川茂子記者、2012年4月19日

⇒　朝日新聞　瀬川茂子記者に日本建築法制会議の会合にご出席いただき、建築界・業界

　　および建築における安全・安心の課題などについて意見交換の機会がつくれませんか。

・「首都停止　対策手探り」、朝日新聞、2012年4月19日

・「増税で財政再建できるか」、田中秀明、朝日新聞、2012年8月3日

・「原発事故調査を終えて」、柳田邦男、朝日新聞、2012年8月4日

・「科学者は信頼できるか」、アン・グローバー、朝日新聞、２０１２年8月2日

⇒　科学者の信頼を取り戻すためには、“間違いを認めることである。我々は間違っていたと正直に伝えることが大事である。これまで日本では、“諸々の委員会などでの判断は絶対に間違いがない！としてきたことが大きな社会問題となってきている。
・『「法化社会」のゆくえ』、江口厚仁、2012年9月2日

・「構造計算適合性判定の見直しについて」、辻　英一　、2012年9月4日
※　図書の紹介：『文明（西洋が覇権をとれた6つの真因）』、Niall Ferguson、仙名紀訳、

勁草書房、

〇配布資料（真柄栄毅）

・「 安全 ・安心と専門家の責任」、真柄栄毅、2012年8月17日　
・「地盤工学会「地盤品質判定士（仮称）の資格創設へ」朝日新聞、2012年７月５日

・「液状化で新たな提訴　浦安　三井不動産など３社に」、朝日新聞、2012年8月16日
・「公益社団法人　ロングライフビル推進協会ＢＥＬＣＡ」

